
バーベキューから地球環境問題を考える環境教育

目 的
近年，いわゆる経済のグローバル化によって，資本や

労働力の国境を越えた移動が活発化するとともに，貿易

を通じた商品・サービスの取引が増大することによって，

世界各国の経済的な結びつきが強化されている．これに

よって豊富な資金を有する先進国の大企業が，発展途上

国の労働者を安価に利用し，その国の天然資源を獲得し

ているという現実がある．世界第２位のGDPを有する日

本もまた多量の資源とエネルギーの多くを輸入し，物質

的に豊かな生活を送っているが，その一方で日本人の生

活を支えるために発展途上国の貴重な自然環境が犠牲に

なっているという現実がある．

このような問題は今に始まったことではなく，今から

２０年以上前に「エビと日本人」（村井，１９８８）という報告

が日本中に大きな議論を巻き起こした．村井（１９８８）は

日本人の食卓に上がっているエビを生産するために，ア

ジア諸国の海岸でマングローブが伐採され，貧しい労働

者が低賃金で働かされているという現実を指摘した．さ

らに，続編（村井，２００７）では，日本だけでなくアメリ

カや EU諸国なども買い手に加わり，経済のグローバル化

を通じて，中国を含めた発展途上国からエビが輸出され

る現状が報告されている．

森林については，１９８０年代に東南アジアの熱帯林消失

が日本でもマスコミに大きく取り上げられ，社会問題に

なった．この問題は今でも当時と大きく状況が変わった

わけではなく，人工林の利用が始まった，原木輸出から

製材品・加工品輸出へ移行したという程度の変化が起こっ

ているに過ぎない．日本人が日常的に使用している食用

油やせっけんもまた東南アジアの熱帯林を伐採して造成

されたオイルパームのプランテーションで生産されてい

る．このように，日本人の豊かな生活は発展途上国の自

然環境の犠牲の上に成り立っている現実がある一方で，

この事実を日本人は未だ十分に意識していない．

これまで，孫ら（２００８）は環境ポスターを用いた遠隔

環境教育支援システムを構築し，その評価実験を行うこ

とによって，インターネットを用いた環境教育の有用性

を実証している．本研究では，バーベキュー用の木炭を

日本に供給するために伐採されているマングローブにつ

いて学習するための教材を現地調査に基づいて作成し，

その教材を用いた遠隔環境教育プログラムの実践と評価

を行った．

方 法
２０１０年１月にマレー半島西海岸のペラ（Perak）州にあ

るマタン・マングローブ保護林（Matang Mangrove For-

est Reserve）で，東南アジアのマングローブに関する現

地調査を実施した．図１はマングローブの保護林から伐

採・搬出された炭焼き用のマングローブの丸太である．

この丸太を窯の中に詰め込んで，１ヶ月近く蒸し焼きにす

ることによって木炭が作られる．

図１ 炭焼き用のマングローブの丸太

現地調査で収集した資料や聞き取り調査の結果に基づ

いて，マングローブについて学習する遠隔環境教育（e-

learning）の教材を作成し，Windows Server２００３（マイ

クロソフト製）を使って遠隔地から利用できる学習シス

テムを構築した．このシステムを使った学習の流れは図

２のようになっている．最初に学習者はマングローブに関

する質問（４択式のクイズ）に回答する．次に，写真や統

計データを用いた教材を学習者に提示し，学習者は自力

でマングローブに関する学習を行う．その後，学習者は

最初に提示されたものと同じ問題に対して再度回答する．

この場合，学習後の正答率が学習前よりも高くなること

が予想される．

図２ 遠隔環境教育プログラムの学習の流れ

本システムを用いた遠隔環境教育プログラムを，２０１０

年５月２４日から６月１日に島根大学の共通教養科目「自

然と語ろう」の受講者を対象に実施した．学習者には自
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宅や大学のパソコンなどからインターネットを通じて思

い思いの時間に参加してもらった．この期間に集まった

回答数は１８１であった．本システムには回答漏れをチェッ

クして警告する機能があるため，回答漏れなどによる無

効回答はなかった．

結果と考察
遠隔環境教育プログラムでは，表１に示した１７の質問

（４択式のクイズ）を提示した．さらに，これらの質問に

対する正答率も表の中に示した．これによると，質問３

の「マングローブが見られない国は，以下のうちどの国

ですか？」以外は，事前の予想通り，学習後の正答率が

上がった．これは学習者が与えられた教材を参照するこ

とによって，自主的に知識を獲得できたことを示してい

る．質問３では，正答率が７４．６％から６６．９％に低下した

が，これは教材の中で直接的な知識を提示しなかったこ

とが原因であると考えている．この質問の選択肢は「タ

イ」「マレーシア」「オーストラリア」「カナダ」であり，

正解は「カナダ」であったが，「オーストラリア」の北部

が熱帯に属しているということを知っている人が少なかっ

たこともあり，問題自体が若干難しかったとも言えるだ

ろう．

本研究では，インターネットを活用した遠隔環境教育

プログラムを実践したが，学習前後で正答率が増加した

ことから，知識の獲得という点では学習効果が認められ

た．しかし，正答率の向上の度合いには問題によるばら

つきも大きく，ごくわずかしか正答率が上がらなかった

問題もあることから，教材の提示方法などに工夫や改善

が必要であることも示唆された．本研究では，学習直後

に回答を求めているため，時間の経過による知識の忘却

については検証していない．今後この点を継続調査する

予定である．
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表１ 遠隔教育プログラムで提示した質問

１．マングローブとは以下のうち，どのようなものでしょうか？
（７７．９／８２．９）

２．日本でマングローブの面積が最大の島は，以下のうちどれで
すか？（４８．１／７９．０）

３．マングローブが見られない国は，以下のうちどの国ですか？
（７４．６／６６．．９）

４．マングローブが生育する「汽水域」とは，以下のうちどのよ
うなものですか？（５６．９／８０．７）

５．世界のマングローブが減少している理由として，以下のうち
適切でないものはどれですか？（３３．７／５３．０）

６．マングローブを漢字で書くと，以下のうちどれになりますか？
（２２．７／７８．５）

７．世界のエビ輸入額上位五ヶ国（２００６年）を多い順に並べたも
のはどれでしょうか？（２７．６／６５．７）

８．世界のエビ輸出額上位五ヶ国（２００６年）の多い順に並べたも
のはどれでしょうか？（６１．９／７４．６）

９．日本のエビ消費量のうちおよそ何％を輸入に依存しているで
しょうか？（４２．０／７７．３）

１０．エビの養殖によってマングローブが減少する仕組みとして正
しいのは，以下のうちどれでしょうか？（６６．３／７６．２）

１１．マングローブの面積が１９８０年から２０００年にかけて最も多く減
少した地域（変化率：－４８．１％）は，以下のうちどれでしょ
うか？（１３．８／５９．１）

１２．日本の一世帯当たりのエビの消費量（グラム）は，１９９２年か
ら２００４年にかけてどうなったでしょうか？（１２．７／５０．８）

１３．日本の木炭消費量のうちおよそ何％を輸入に依存しているで
しょうか？（４４．２／６１．３）

１４．日本で消費される木炭の用途として誤っているのは，以下の
うちどれでしょうか？（５８．０／７４．０）

１５．備長炭の説明のうち正しいのは，以下のうちどれでしょうか？
（２０．４／４９．７）

１６．日本がマングローブの木炭を輸入していない国は，以下のう
ちどれでしょうか？（４２．０／４８．６）

１７．島根県はかつて日本でも有数の木炭の産地でしたが，木炭を
ある主要な産業で大量に利用していました．その産業は以下
のうちどれでしょうか？（６４．６／８０．７）

括弧内の数値は学習前後の正答率のパーセンテージを（学習前／学
習後）で示している．
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